
七
四

荒
廃
し
た
館
に
現
れ
る
化
物
と
百
鬼
夜
行

│
│ 『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
を
起
点
に 

│
│

崔
　
鵬
偉

一　

は
じ
め
に

百
鬼
夜
行
と
い
う
と
、
室
町
時
代
に
世
に
現
れ
て
、
江
戸
時
代
に
数
多
く
模
写
さ
れ
た
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
そ
の
絵
が
想
起
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
絵
巻
に
は
、
草
履
や
盥
な
ど
道
具
類
が
化
け
た
妖
怪
の
み
が
描
か
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
同
時
に
蛙
や
兎
な
ど
動
物
が
擬
人
化
し
た
姿
で

描
か
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
鬼
や
そ
れ
に
類
す
る
異
形
の
も
の
た
ち
が
夜
中
に
集
団
で
移
動
す
る
記
録
、
す
な
わ
ち
百
鬼
夜

行
譚
は
、
平
安
時
代
院
政
期
以
降
の
説
話
集
や
物
語
な
ど
に
し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
。

小
稿
で
取
り
扱
う
『
今
昔
物
語
集
』（
以
下
『
今
昔
』）
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
「
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語
」
は
、
百
鬼
夜
行
譚
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
以
下
の
内
容
の
伝
承
が
収
載
さ
れ
る
。

三
善
清
行
（
八
四
七
〜
九
一
八
）
が
、
五
条
堀
川
に
あ
っ
た
妖
怪
が
出
現
す
る
と
い
う
荒
廃
し
た
館
を
買
い
取
り
、
単
身
そ
の
家
に
出
向

い
て
一
夜
を
明
か
す
。
深
夜
に
様
々
な
怪
異
が
現
れ
る
が
清
行
は
動
じ
ず
、
や
が
て
登
場
し
た
首
領
の
翁
の
正
体
を
、
年
老
い
た
狐
だ
と

暴
き
、
理
を
も
っ
て
説
得
し
、
そ
の
一
族
を
大
学
寮
南
門
の
東
脇
の
空
き
地
に
移
住
さ
せ
た
。

先
行
研
究
の
う
ち
、
伊
藤
昌
広
氏
は
、「
百
鬼
夜
行
譚
」
に
お
い
て
、
本
話
を
百
鬼
夜
行
譚
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る（
１
）。
ま
た
田
中
貴
子
氏
は
、

『
百
鬼
夜
行
の
見
え
る
都
市
』
に
お
い
て
、
本
話
を
化
物
屋
敷
型
百
鬼
夜
行
と
す
る（
２
）。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
両
氏
は
詳
細
に
述
べ

て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
は
た
し
て
本
話
を
百
鬼
夜
行
譚
と
み
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
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七
五

一
方
、
出
典
未
詳
の
本
話
で
あ
る
が
、
事
物
の
起
源
を
記
し

た
鎌
倉
中
期
の
事
典
で
あ
る
『
塵
袋
』
や
、
そ
れ
を
増
補
し
た

『
塵
添
壒
嚢
鈔
』
に
お
い
て
は
、
鬼
神
な
ど
の
住
む
悪
所
が
実
在

す
る
証
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
話
に
基
づ

い
て
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
絵
画
作
品
は
、
別
本
『
化
物
草
子（
３
）
』

（
図
１
）
や
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
出
版
の
画
論
書
『
画
巧

潜
覧（
４
）』（
図
２
）
な
ど
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
こ
の
話

は
広
く
流
布
し
た
形
跡
が
な
く
、『
今
昔
』
と
い
う
作
品
と
と
も

に
、
江
戸
中
期
ま
で
ほ
と
ん
ど
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る（
５
）。

従
来
、
六
朝
志
怪
小
説
が
『
今
昔
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ

れ
て
い
る
。
本
話
の
よ
う
な
屋
敷
に
現
れ
る
怪
異
に
動
じ
ず
、

冷
静
に
そ
れ
を
撃
退
す
る
話
は
、『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
や
、『
列

異
伝
』『
捜
神
記
』『
捜
神
後
記
』
等
、
中
国
の
志
怪
小
説
の
類
に
数
多
く
確
認
で
き
る
。
本
話
の
原
型
を
、
こ
れ
ら
に
求
め
る
こ
と
は
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
話
は
絵
の
形
で
江
戸
時
代
に
流
布
し
て
い
た
。
そ
の
図
像
と
同
時
代
の
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
を
比
較
し
て
、
そ
れ
は
百

鬼
夜
行
の
図
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

小
稿
で
は
、
荒
廃
し
た
館
に
化
物
が
夜
中
に
続
々
と
現
れ
る
と
い
う
話
型
に
注
目
し
、
ま
ず
三
善
清
行
に
ま
つ
わ
る
諸
伝
承
、
ま
た
『
風
俗

通
義
』『
列
異
伝
』
等
の
中
国
の
記
録
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
説
話
の
成
立
背
景
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
説
話
が
、『
今
昔
』
に
収

録
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
つ
い
で
、
別
本
『
化
物
草
紙
』
の
図
像
や
詞
書
を
検

討
し
な
が
ら
、『
今
昔
』
に
由
来
す
る
こ
の
説
話
が
絵
画
化
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
捨
選
択
を
受
け
た
の
か
を
指
摘
し
、
そ
の
享
受
の
様

相
か
ら
百
鬼
夜
行
譚
と
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
の
関
連
性
を
論
じ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
百
鬼
夜
行
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
、
お
よ
び
百
鬼
夜
行
譚
の
成
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七
六

立
や
享
受
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二　
『
今
昔
』
に
み
る
怪
異
説
話

ま
ず
、『
今
昔
』
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
「
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語
」
の
本
文
を
掲
げ
る
（
傍
線
な
ど
の
記
号
は
す
べ
て
私
に
付
し
た
。

以
下
同
じ
）。

Ⅰ 　

今
昔
、
宰
相
三
善
ノ
清
行
ト
云
フ
人
有
ケ
リ
。
世
ニ
善
宰
相
ト
云
フ
、
此
レ
也
。
浄
蔵
大
徳
ノ
父
也
。
万
ノ
事
知
テ
、
止
事
無
カ
リ

ケ
ル
人
也
、
陰
陽
ノ
方
ヲ
サ
ヘ
極
メ
タ
リ
ケ
リ
。

Ⅱ 　

而
ル
間
、
五
条
堀
川
ノ
辺
ニ
、
荒
タ
ル
旧
家
有
ケ
リ
。
ａ
悪
キ
家
也
ト
テ
、
人
不
住
ズ
シ
テ
久
ク
成
ニ
ケ
リ
。
善
宰
相
、
家
無
カ
リ

ケ
レ
バ
、
此
ノ
家
ヲ
買
取
テ
、
ｂ
吉
キ
日
ヲ
以
テ
渡
ラ
ム
ト
シ
ケ
ル
ヲ
、
親
キ
族
此
ノ
由
ヲ
聞
テ
、「
強
ニ
悪
キ
家
ニ
渡
ラ
ム
ト
為
ル
、

極
テ
益
無
キ
事
也
」
ト
テ
、
制
シ
ケ
レ
ド
モ
、
善
宰
相
不
聞
入
ズ
シ
テ
、
ｃ
十
月
ノ
二
十
日
ノ
程
ニ
、
吉
キ
日
ヲ
取
テ
渡
ケ
ル
ニ
、
例

ノ
家
渡
ノ
様
ニ
ハ
無
ク
テ
、
酉
ノ
時
許
ニ
、
宰
相
車
ニ
乗
テ
、
ｄ
畳
一
枚
許
ヲ
持
セ
テ
、
其
ノ
家
ニ
行
ニ
ケ
リ
。

　

 　

行
着
テ
見
レ
バ
、
五
間
ノ
寝
殿
有
リ
。
屋
ノ
体
、
立
ケ
ム
世
ヲ
不
知
ズ
。
庭
ニ
大
キ
ナ
ル
松
・
鶏か

冠へ

で木
・
桜
・
ト
キ
ハ
木
ナ
ド
生
タ

リ
。
木
共
皆
久
ク
成
テ
、
樹こ
た
ま神
モ
住
ス
ベ
シ
。
紅
葉
ス
ル
絡つ

た石
這
懸
レ
リ
。
庭
ハ
苔
地
ニ
テ
、
掃
ケ
ム
世
モ
不
知
ズ
。
宰
相
、
寝
殿
ニ

上
テ
、
中
ノ
橋
隠
ノ
間
ヲ
上
サ
セ
テ
見
レ
バ
、
障
子
破
懸
リ
テ
皆
損
ジ
タ
リ
。
放は
な
ち
い
で出
ノ
方
ノ
板
敷
ヲ
掛
セ
テ
、
持
セ
タ
リ
ツ
ル
畳
ヲ
中

ノ
間
ニ
敷
テ
、
火
ヲ
燃
サ
セ
テ
、
其
ノ
畳
ニ
、
宰
相
南
向
ニ
居
テ
、
車
ハ
車
宿
ニ
引
入
サ
セ
テ
、
雑
色
・
牛
飼
ナ
ド
ヲ
バ
、「
明
旦
参
レ
」

ト
云
テ
返
シ
遣
リ
ツ
。

Ⅲ 　

宰
相
、
只
一
人
南
向
ニ
眠
リ
居
タ
ル
ニ
、
夜
半
ニ
ハ
成
ヌ
ラ
ム
ト
思
フ
程
ニ
、
❶
天
井
ノ
組
入
ノ
上
ニ
、
物
ノ
コ
ソ
メ
ク
ヲ
見
上
タ

レ
バ
、
組
入
ノ
子
毎
ニ
顔
有
リ
。
其
ノ
顔
毎
ニ
替
レ
リ
。
宰
相
、
其
レ
ヲ
見
レ
ド
モ
、
不
騒
ズ
シ
テ
居
タ
レ
バ
、
其
ノ
顔
皆
失
ヌ
。
亦
、

暫
許
有
テ
見
レ
バ
、
❷
南
ノ
庇
ノ
板
敷
ヨ
リ
、
長
一
尺
許
ナ
ル
者
共
、
馬
ニ
乗
次
キ
テ
、
西
ヨ
リ
東
様
ニ
四
五
十
人
許
ニ
渡
ル
。
宰
相
、

其
レ
ヲ
見
レ
ド
モ
不
騒
ズ
シ
テ
居
タ
リ
。
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七

　
 　

亦
、
暫
許
有
テ
見
レ
バ
、
❸
塗
籠
ノ
戸
ヲ
三
尺
許
引
開
テ
、
女
居
ザ
リ
出
ヅ
。
居
長
三
尺
許
ノ
女
ノ
、
檜ひ
は
だ
い
ろ

皮
色
ノ
衣
ヲ
着
タ
リ
。
髪

ノ
肩
ニ
懸
リ
タ
ル
程
、
極
ク
気
高
ク
清
気
也
。
匂
タ
ル
香
、
艶
え
も
い
はズ
馥
バ
シ
。
麝
香
ノ
香
ニ
染
返
タ
リ
。
赤
色
ノ
扇
ヲ
指
隠
タ
ル
上
ヨ
リ

出
タ
ル
額
ツ
キ
、
白
ク
清
気
也
。
額
ノ
捻ひ
ね
りタ
ル
程
、
眼
尻
長
ヤ
カ
ニ
打
引
タ
ル
ニ
、
尻
目
ニ
見
遣
セ
タ
ル
、
煩
ハ
シ
ク
気
高
シ
。
鼻
・

口
ナ
ド
何
ニ
微め
で
た妙
カ
ラ
ム
ト
思
ユ
。
宰
相
、
白
地
目
モ
セ
ズ
守
レ
バ
、
暫
許
居
テ
居
ザ
リ
返
ル
ト
テ
、
扇
ヲ
去
タ
ル
ニ
、
見
レ
バ
、
鼻

鮮
ニ
テ
匂
ヒ
赤
シ
。
口
脇
ニ
四
五
寸
許
銀
デ
作
タ
ル
牙
咋
違
タ
リ
。
奇あ
さ
ま
し異
キ
者
カ
ナ
ト
見
ル
程
ニ
、
塗
籠
ニ
入
テ
戸
ヲ
閉
ツ
。

　

 　

宰
相
、
其
レ
ニ
モ
不
騒
ズ
シ
テ
居
タ
ル
ニ
、
有
明
ノ
月
ノ
極
テ
明
キ
ニ
、
木こ
ぐ
ら暗
キ
庭
ヨ
リ
、
❹
浅あ
さ

黄ぎ
の
か
み
し
も

上
下
着
タ
ル
翁
ノ
、
平
ニ
□
□

掻
タ
ル
文ふ
ば
さ
み挟
ニ
文
ヲ
指
テ
、
目
ノ
上
ニ
捧
テ
、
平
ミ
テ
橋
ノ
許
ニ
寄
来
テ
、
跪
テ
居
タ
リ
。
其
ノ
時
ニ
、
宰
相
音
ヲ
挙
テ
、「
何
事
申
ス

翁
ゾ
」
ト
問
ヘ
バ
、
翁
、
□
キ
皺
枯
レ
小
キ
音
ヲ
以
テ
申
サ
ク
、「
年
来
住
候
ツ
ル
所
ヲ
、
此
ク
令
居
給
ヘ
バ
、
大
キ
ナ
ル
歎
キ
ト
思
給

テ
、
愁
ヘ
申
サ
ム
ガ
為
ニ
参
テ
候
フ
也
」
ト
。

Ⅳ 　

其
ノ
時
ニ
、
宰
相
仰
セ
テ
云
ク
、「
汝
ガ
愁
ヘ
頗
ル
不
当
ズ
。
其
ノ
故
ハ
、
人
ノ
、
家
ヲ
領
ズ
ル
事
ハ
次
第
ニ
伝
ヘ
テ
得
ル
事
也
。
而

ル
ヲ
、
汝
ヂ
、
ｅ
人
ノ
伝
ヘ
テ
可
居
キ
所
ヲ
、
人
ヲ
愕
ヤ
カ
シ
テ
不
令
住
ズ
シ
テ
、
押
居
テ
領
ス
ル
、
極
テ
非
道
也
。
実
ノ
鬼
神
ト
云

フ
者
ハ
、
道
理
ヲ
知
テ
不
曲
ネ
バ
コ
ソ
怖
シ
ケ
レ
。
汝
ハ
、
必
ズ
天
ノ
責
蒙
ナ
ム
ト
ス
。
ｆ
此
レ
ハ
他
ニ
非
ズ
、
老
狐̀
ノ
居
テ
人
ヲ
愕

ヤ
カ
ス
也
。
鷹
犬
一
ツ
ダ
ニ
有
ラ
バ
、
皆
咋
殺
サ
セ
テ
ム
物
ヲ
。
其
ノ
理
、
慥
ニ
申
セ
」
ト
。

　

 　

其
ノ
時
ニ
、
翁
申
サ
ク
、「
仰
セ
給
フ
事
、
尤
モ
可
遁
キ
所
無
シ
。
只
、
昔
ヨ
リ
住
付
テ
候
フ
所
ナ
レ
バ
、
其
ノ
由
ヲ
申
ス
也
。
人
ヲ

愕
ヤ
カ
シ
候
フ
事
ハ
、
翁
ガ
所
為
ニ
非
ズ
。
一
両
候
フ
小こ
わ
ら
は
べ

童
部
ノ
、
制
シ
宣
ベ
候
ヘ
ド
モ
、
制
止
ニ
モ
不
憚
ズ
シ
テ
、
自お
の
ず
か然
ラ
仕
つ
か
ま
つル
事

ニ
ヤ
候
フ
ラ
ム
。
今
ハ
、
此
テ
御
マ
サ
バ
何
カ
可
仕
キ
。
世
間
ハ
隙
無
ク
候
ヘ
バ
、
可
罷
キ
所
不
候
ズ
。
ｇ
只
、
大
学
ノ
南
ノ
門
ノ
東

ノ
脇
ナ
ム
、
徒
ナ
ル
地
候
フ
。
許
サ
レ
ヲ
蒙
テ
、
其
ノ
所
ヘ
罷
リ
渡
ラ
ム
ハ
何
カ
ヾ
」
ト
。
宰
相
仰
セ
テ
云
ク
、「
此
レ
、
極
テ
賢
キ
事

也
。
速
ニ
一
孫
引
キ
烈
レ
テ
、
其
ノ
所
ヘ
可
渡
シ
」
ト
。
其
ノ
時
ニ
、
翁
音
ヲ
高
ク
シ
テ
答
ヘ
ヲ
為
ル
ニ
付
テ
、
四
五
十
人
許
ノ
音
ナ

ム
散
ト
答
ヘ
ケ
ル
。

Ⅴ 　

夜
暛あ
け

ヌ
レ
バ
、
宰
相
ノ
家
ノ
者
共
迎
ヘ
ニ
来
ヌ
レ
バ
、
宰
相
家
ニ
返
テ
、
其
ノ
後
ヨ
リ
ゾ
此
ノ
家
ヲ
造
ラ
セ
テ
、
例
ノ
様
ニ
シ
テ
ハ

渡
ケ
ル
。
然
テ
住
ケ
ル
間
、
聊
ニ
怖
シ
キ
事
無
ク
テ
止
ニ
ケ
リ
。
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Ⅵ 　

然
レ
バ
、
心
賢
ク
智
有
ル
人
ノ
為
ニ
ハ
、
鬼0

ナ
レ
ド
モ
悪
事

0

0

モ
否
不
発
ヌ
事
也
ケ
リ
。
思
量
無
ク
愚
ナ
ル
人
ノ
、
鬼0

ノ
為
ニ
モ
被
□

ル
也
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

内
容
か
ら
、
Ⅰ
三
善
清
行
の
人
物
紹
介
、
Ⅱ
引
越
し
の
経
緯
、
Ⅲ
引
越
し
先
に
現
れ
た
様
々
な
怪
異
お
よ
び
三
善
清
行
の
反
応
、
Ⅳ
三
善

清
行
が
怪
異
を
説
得
し
移
住
さ
せ
る（
６
）、
Ⅴ
後
日
譚
、
Ⅵ
話
末
評
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
主
に
傍
線
部
ａ
〜
ｆ
に
注
目
し
つ
つ
、
こ
の
説
話
の
成
立
背
景
を
考
察
す
る
。
な
お
、
Ⅲ
の
❶
〜
❹
は
、
第
三
節
に
お
い
て
『
化

物
草
紙
』
の
図
像
と
対
照
す
る
の
に
用
い
る
。

２

－

１　

三
善
清
行
と
陰
陽
道

Ⅰ
に
よ
る
と
、
三
善
清
行
は
、
博
識
で
陰
陽
道
を
も
極
め
た
者
で
あ
る
と
い
う
。
清
行
が
諸
々
の
怪
異
説
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
る
こ

と
は
、
彼
が
記
し
た
『
善
家
秘
記（
７
）』
の
逸
文
か
ら
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、『
政
事
要
略
』
巻
七
十
・
糾
弾
雑
事
十
・
蠱
毒
厭
魅
及
巫
覡
才
事
・

巫
覡
見
鬼
有
徴
験
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
事
雖
二
迂
誕
一
、
自
所
レ
視
、
聊
以
記
レ
之
。
恐
後
代
以
レ
余0

為
二
鬼
之
董
狐

0

0

0

0

一
焉
。

こ
こ
に
は
、
清
行
が
正
し
く
事
実
を
書
き
記
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
清
行
が
自
分
自

身
を
「
鬼
之
董
狐
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
清
行
が
自
ら
を
『
捜
神
記
』
の
撰
者
で
あ
る
干
宝
に
擬
し
て
い

る
の
で
あ
る（
８
）。

『
善
家
秘
記
』
の
逸
文
は
『
今
昔
』
に
も
書
承
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
今
昔
』
巻
十
六
第
十
七
話
「
備
中
国
賀
陽
良
藤
、
為
狐
夫
得
観
音
助

語
」
に
は
、
本
話
と
同
じ
く
狐
の
怪
異
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
清
行
が
引
越
し
先
に
現
れ
た
怪
異
の
正
体
を
ず
ば
り
と
見
破
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
や
は
り
そ
の
博
識
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

ま
た
、
清
行
が
陰
陽
道
に
精
通
し
て
い
た
記
録
と
し
て
は
、
清
行
自
身
が
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
十
月
十
一
日
、
菅
原
道
真
に
奉
っ
た
書

（「
奉
菅
右
相
府
書
」、『
本
朝
文
粋
』
巻
七
﹇
一
八
七
﹈）
が
確
認
で
き
る
。

某
、
昔
者
遊
学
之
次
、
偸
習
二
術
数
一
。
天
道
革
命
之
運
、
君
臣
剋
賊
之
期
、
緯
候
之
家
、
創
論
二
於
前
一
、
開
元
之
経
、
詳
説
二
於
下
一
。
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七
九

推
二
其
年
紀
一
、
猶
如
レ
指
レ
掌
。

清
行
は
自
ら
術
数
、
す
な
わ
ち
讖
緯
・
天
文
・
暦
法
な
ど
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

９
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
Ⅰ
で
い
う
陰
陽

道
は
、
天
文
・
暦
法
・
卜
占
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
傍
線
部
ｂ
・
ｃ
に
み
ら
れ
る
、
吉
日
を
卜
し
て
引
越
し

す
る
と
い
う
描
写
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
清
行
は
伝
説
上
の
安
倍
晴
明
の
よ
う
に
不
思
議
な
呪
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
清
行
が
呪
術
に
よ
っ
て
怪
異
の
正

体
を
見
破
り
、
そ
れ
を
退
治
し
た
と
い
う
説
は
成
立
し
な
い
。
清
行
は
文
書
博
士
兼
大
学
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、『
革
命
勘
文
』『
意
見
十
二
箇
条
』

な
ど
を
執
筆
し
た
、
延
喜
時
代
を
代
表
す
る
正
統
的
な
儒
者
で
あ
っ
た）
10
（

。
本
話
の
本
質
は
、
清
行
が
儒
者
と
し
て
正
し
く
怪
異
を
見
抜
い
た
話

と
考
え
ら
れ
る）
11
（

。

２

－

２　

悪
し
き
家
に
つ
い
て

Ⅱ
怪
異
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
所
を
、
傍
線
部
ａ
で
は
「
悪
キ
家
」
と
称
す
る
の
に
対
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
化
物
草
紙
』
で
は

「
お
に
」
の
住
む
家
と
す
る
。『
今
昔
』
Ⅳ
に
お
い
て
は
怪
異
の
正
体
を
老
狐
の
変
化
と
す
る
一
方
、
話
末
評
Ⅵ
に
お
い
て
は
鬼
と
し
て
お
り
、

『
化
物
草
紙
』
の
記
述
は
話
末
評
に
依
拠
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、『
塵
袋
』
巻
二
ノ
二
「
凶
宅）
12
（

」
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

居
所
ニ
悪
所
ト
云
フ
事
ア
ル
ハ
実
証
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
サ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
フ
説
如
何
。

悪
所
ト
ナ
ツ
ク
ル
ニ
二
ノ
別
ア
リ
。
一
ニ
ハ
、
鬼
神
等
ソ
ノ
家
ニ
住
シ
テ
人
ヲ
損
セ
シ
種
ノ々
形
ヲ
現
ス
ル
ニ
ヨ
テ
、
是
ヲ
ス
ツ
。
善
相
公
ノ
鬼
殿
ニ
ユ
キ

テ
異
形
ノ
モ
ノ
ト
モ
ヲ
ミ
ケ
ル
カ
如
シ
。
コ
レ
ハ
実
証
目
ニ
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
上
ニ
勿
論
ナ
リ
。
二
ニ
ハ
、
サ
ル
事
ハ
ナ
ク
シ
テ
、
住
ス
ル
人
モ
ノ
ア

シ
ク
、
オ
ト
ロ
ヘ
ヤ
ミ
ナ
ト
ス
ル
コ
ト
、
ウ
チ
ツ
ヽ
キ
ス
レ
ハ
、
コ
レ
ヲ
家
ノ
タ
ヽ
リ
ト
思
テ
、
悪
所
ト
ナ
ツ
ケ
テ
人
ヰ
ズ
。
コ
レ
ニ
不

実
ノ
ウ
タ
カ
ヒ
有
ヘ
キ
ナ
リ
。
楽
天
ノ
詩
ニ
ツ
ク
リ
テ
、
ヲ
ロ
カ
ナ
ル
コ
ト
ニ
ノ
給
ヘ
ル
。
コ
ノ
篇
ニ
ツ
キ
テ
、
ヒ
ガ
心
エ
ノ
有
故
ナ
リ
。
ヰ

ル
主
ノ
打
ツ
ヽ
キ
其
ノ
身
ニ
災
ア
リ
、
モ
ノ
ア
シ
カ
ル
ヘ
キ
運
ノ
ア
ラ
ム
ハ
、
マ
タ
ク
家
ノ
シ
ワ
サ
、
所
ノ
ワ
サ
ハ
イ
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ヲ
ヲ
シ
ツ

ケ
テ
、
推
シ
テ
思
ナ
シ
ニ
、
コ
レ
ヲ
居
所
ノ
ト
カ
ト
イ
ヒ
ナ
シ
テ
、
人
ノ
運
ノ
ヲ
ト
ロ
ヘ
物
ノ
ア
シ
カ
ル
ヘ
キ
ユ
ヘ
ノ
自
然
ニ
相
続
ス
ル
ヲ
、
下
郎

道
理
ナ
キ
ヲ
ハ
、
思
モ
イ
レ
ヌ
コ
ト
ヲ
ヽ
ロ
カ
ナ
リ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
カ
ノ
凶
宅
ノ
詩
ニ
ハ
、
人
疑
不
二
敢
買
一
、
日
毀
二
土
木
功
一
。
嗟
々
俗
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八
〇

人
心
、
甚
矣
其
愚
蒙
。
但
懼
二
災
将
一
レ
至
、
不
レ
思
二
過
所
一
レ
従
。
我
今
題
二
此
詩
一
、
欲
レ
寤
二
迷
者
胸
一
ト
云
ヘ
リ
。
ヲ
ハ
リ
ノ
詞
ニ
ハ
寄
レ

言
家
与
レ
国
、
人
凶
非
二
宅
凶
一
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
リ
。
江
相
公
対
策
ニ
モ
、
宅
無
二
吉
凶
一
ト
コ
ソ
カ
キ
タ
レ
。
同
ジ
心
ニ
ヤ
。

こ
こ
で
は
、
二
種
類
の
「
悪
所
（
よ
く
な
い
居
所
）」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
清
行
の
場
合
は
そ
の
一
つ
目
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鬼
神
な
ど

が
家
に
棲
み
つ
き
、
人
々
を
損
な
い
、
様
々
な
形
相
を
現
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
を
捨
て
さ
せ
る
（
傍
線
部
）。
二
つ
目
は
、
鬼
神
な
ど
の
し

わ
ざ
で
は
な
く
、
住
人
の
不
運
を
居
所
の
せ
い
に
押
し
付
け
て
悪
所
と
名
づ
け
る
場
合
で
あ
る
。
白
居
易
「
凶
宅
詩
」（『
白
氏
文
集
』
巻
一

﹇
〇
〇
〇
四
﹈）、
お
よ
び
大
江
朝
綱
の
対
策
文
（「
論
運
命
」、『
本
朝
文
粋
』
巻
三
﹇
七
八
﹈）
が
引
か
れ
る
。

白
居
易
「
凶
宅
詩
」
に
あ
る
、「
梟
鳴
松
桂
樹
、
狐
蔵
蘭
菊
叢
（
廃
れ
た
家
に
は
梟
や
狐
が
棲
み
つ
く
）」
と
い
う
句
は
、『
源
氏
物
語
』「
夕

顔
」「
蓬
生
」、『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
五
段
、『
曽
我
物
語
』
巻
五
「
呉
越
戦
の
事
」、
謡
曲
「
錦
木
」「
殺
生
石
」「
忠
度
」「
月
見
」、『
太
平

記
』
巻
四
「
備
後
三
郎
高
徳
の
事
附
呉
越
軍
の
事
」
な
ど
に
お
け
る
受
容
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
13
（

。
さ
ら
に
、『
十
訓
抄
』
第
二
「
可
離
驕
慢
事
」

や
『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
七
第
五
百
七
十
九
話
に
お
い
て
、「
凶
宅
詩
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
江
朝
綱
対
「
論
運
命
」
に
み
る
「
宅

無
二
吉
凶
一
」
と
い
う
の
は
、『
宋
書
』
巻
七
十
一
・
王
僧
綽
伝）
14
（

に
み
ら
れ
る
王
僧
綽
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
宋
書
』
王
僧
綽
伝
や
白
居
易
「
凶
宅
詩
」
に
お
け
る
凶
宅
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
の
文
芸
作
品
に
強
い
影
響
を
与
え
た
ら

し
い
。
し
か
し
、
鬼
神
が
棲
み
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
『
今
昔
』
で
い
う
「
悪
キ
家
」
と
は
や
や
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

『
今
昔
』
当
該
話
と
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
は
、『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
や
志
怪
小
説
な
ど
に
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
凶
宅
譚
の
類
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
み
ら
れ
る）
15
（

。

北
部
督
郵
西
平

0到
伯
夷

0

0

0

年
三
十
所
、
大
有
二
才
決
一
、
長
沙
太
守
到
若
章
孫
也
。
日
晡
時
到
レ
亭
、
勅
二
前
導
人
一
。
録
事
掾
白
、
今
尚
早
、

可
レ
至
二
前
亭
一
。
曰
、
欲
レ
作
二
文
書
一
、
便
留
。
吏
卒
惶
怖
、
言
当
二
解
去
一
。
伝
云
、
督
郵
欲
下
於
二
楼
上
一
観
望
上
、
亟
掃
除
。
須
臾
便

上
。
未
レ
冥
、
楼
鐙
、
階
下
復
有
レ
火
。
勅
、
我
思
レ
道
、
不
レ
可
レ
見
レ
火
、
滅
去
。
吏
知
三
必
有
レ
変
、
当
二
用
赴
照
一
、
但
蔵
置
二
壺
中
一

耳
。
既
冥
、
整
レ
服
坐
誦
二
六
甲
・
孝
経
・
易
本
一
訖
、
臥
。
有
頃
、
更
転
二
東
首
一
、
以
二
挐
巾
一
結
二
両
足
一
幘
冠
レ
之
、
密
抜
レ
剣
解
レ
帯
。

夜
時
、
有
二
正
黒
者
一
四
五
尺
、
稍
高
、
走
至
二
柱
屋
一
、
因
覆
二
伯
夷
一
。
持
レ
被
掩
レ
足
、
跣
脱
幾
失
、
再
三
、
徐
以
二
剣
帯
一
撃
二
魅0

脚
一
、

呼
二
下
火
一
上
照
視
、
老
狸

0

0

正
赤
、
略
無
二
衣
毛
一
。
持
下
焼
殺
。
明
旦
発
二
楼
屋
一
、
得
二
所
レ
髡
人
結
百
餘
一
。
因
従
レ
此
絶
。
伯
夷
挙
二
孝
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八
一

廉
一
、
益
陽
長
。

到と
う
は
く
い

伯
夷
と
い
う
者
が
夕
方
に
亭
（
宿
駅
）
に
到
着
し
、
一
泊
す
る
。
夜
中
に
魅
が
現
れ
襲
っ
て
く
る
が
、
こ
れ
を
制
圧
す
る
。
魅
の
正
体
は
老

い
た
狸
だ
っ
た
。
こ
れ
を
焼
き
殺
し
、
翌
朝
に
建
物
を
調
べ
る
と
、
そ
ら
れ
た
髻
が
百
ほ
ど
発
見
さ
れ
た
。
以
降
、
怪
異
は
起
こ
ら
な
く
な
っ

た
と
い
う
話
で
あ
る
。
同
話
は
『
列
異
伝
』、
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
十
八
、『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
渉
、『
捜
神
後
記
』
巻
九
な
ど
に
確
認

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
話
に
お
い
て
、
主
人
公
の
名
前
の
表
記
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
郅し
つ

伯
夷
と
す
る
の
が
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
後
漢

書
』
巻
二
十
九
に
そ
の
祖
父
で
あ
る
郅し
つ
う
ん惲
の
伝
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
怪
異
の
正
体
は
狸
・
狐
・
犬
と
一
致
し
な
い
が
、
人
々
に

害
を
な
す
と
こ
ろ
や
、
そ
れ
を
「
魅
」（『
抱
朴
子
』
で
は
「
鬼
」）
と
称
す
る
点
に
お
い
て
は
、『
今
昔
』
や
『
化
物
草
紙
』
と
通
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
傍
線
部
ｄ
の
よ
う
な
、
畳
一
枚
だ
け
を
も
っ
て
凶
宅
に
出
向
く
と
い
う
描
写
は
、
六
朝
時
代
の
志
怪
小
説
に
は
な
く
、
唐
代
に

な
っ
て
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、『
博
異
志
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る）
16
（

。

天
宝
中
、
長
安
永
楽
里
有
二
一
凶
宅

0

0

一
、
居
者
皆
破
、
後
無
二
復
人
住
一
。
暫
至
、
亦
不
レ
過
レ
宿
而
卒
、
遂
至
二
廃
破
一
。
其
舍
宇
唯
堂
庁
存
、

因
生
二
草
樹
一
甚
多
。
有
二
扶
風
蘇
遏

0

0

一
、
悾
悾
遽
苦
貧
窮
、
知
レ
之
、
乃
以
二
賤
価
一
、
於
二
本
主
一
質
レ
之
。
纔
立
二
契
書
一
、
未
下
有
二
一

銭
一
帰
上
レ
主
。
至
レ
夕
、
乃
自
携
二
一
榻
一
、
当
レ
堂
鋪
設
而
寝
。
一
更
已
後
。
未
レ
寝
、
出
二
於
堂
一
。
徬
徨
而
行
。
忽
見
三
東
墻
下
有
二
一

赤
物
一
、
如
二
人
形
一
、
無
二
手
足
一
、
表
裏
通
徹
光
明
。
而
叫
曰
、
咄
。
遏
視
レ
之
不
レ
動
。
良
久
、
又
按
レ
声
呼
曰
、
爛
木
、
咄
。
西
墻

下
有
レ
物
応
曰
、
諾
。
問
曰
、
甚
没
人
。
曰
、
不
レ
知
。
又
曰
、
大
硬
鏘
。
爛
木
対
曰
、
可
レ
畏
。
良
久
、
乃
失
二
赤
物
所
一
レ
在
。
遏
下
レ

階
、
中
庭
呼
二
爛
木
一
曰
、
金
精
合
レ
属
レ
我
、
縁
レ
没
敢
叫
喚
。
対
曰
、
不
レ
知
。
遏
又
問
、
承
前
殺
二
害
人
一
者
在
二
何
処
一
。
爛
木
曰
、
更

無
二
別
物
一
、
只
是
金
精
。
人
福
自
薄
、
不
レ
合
レ
居
レ
之
、
遂
喪
逝
。
亦
不
二
曾
殺
傷
一
耳
。
至
レ
明
、
更
無
レ
事
。
遏
乃
自
仮
二
鍬
鍤
之
具
一
、

先
於
二
西
墻
下
一
掘
。
入
レ
地
三
尺
、
見
二
一
朽
柱
一
、
当
心
木
如
二
血
色
一
、
其
堅
如
レ
石
。
後
又
於
二
東
墻
下
一
掘
両
日
、
近
二
一
丈
一
、
方

見
二
一
方
石
一
、
闊
一
丈
四
寸
、
長
一
丈
八
寸
。
上
以
二
篆
書
一
曰
、
夏
天
子
紫
金
三
十
斤
、
賜
二
有
レ
徳
者
一
。
遏
乃
自
思
、
我
何
以
為
レ
徳
。

又
自
為
レ
計
曰
、
我
得
二
此
宝
一
、
然
修
レ
徳
亦
可
レ
禳
レ
之
。
沈
吟
未
レ
決
。
至
レ
夜
、
又
歎
息
不
レ
定
。
其
爛
木
忽
語
曰
、
何
不
レ
改
レ
名
為
二

有
徳
一
、
即
可
矣
。
遏
曰
善
、
遂
称
二
有
徳
一
。
爛
木
曰
、
君
子
儻
能
送
二
某
於
昆
明
池
中
一
、
自
レ
是
不
三
復
撓
二
吾
人
一
矣
。
有
徳
許
レ
之
。

明
辰
更
掘
丈
餘
、
得
二
一
鉄
甕
一
、
開
レ
之
、
得
二
紫
金
三
十
斤
一
。
有
徳
乃
還
二
宅
価
一
修
葺
、
送
二
爛
木
於
昆
明
池
一
。
遂
閉
レ
戸
読
書
、
三
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八
二

年
、
為
二
范
陽
一
請
入
レ
幕
、
七
年
内
、
獲
二
冀
州
刺
史
一
。
其
宅
更
無
レ
事
。

唐
の
天
宝
年
間
、
長
安
の
永
楽
里
に
一
つ
の
凶
宅
が
あ
り
、
宿
る
者
は
み
な
死
ん
だ
と
い
う
。
蘇
遏
と
い
う
人
が
安
い
値
段
で
そ
れ
を
入
手

し
、
榻
（
臥
具
）
ひ
と
つ
を
携
え
て
そ
こ
で
夜
を
過
ご
す
。
初
夜
の
頃
、
金
の
精
が
現
れ
て
、
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
が
、
爛
木
（
朽
ち
た
柱
の

精
）
の
せ
い
で
そ
の
姿
を
見
失
っ
た
。
翌
日
、
西
の
壁
の
下
の
地
面
を
掘
る
と
朽
ち
た
柱
を
見
つ
け
た
。
ま
た
東
の
壁
の
下
の
地
面
を
掘
る

と
、
二
日
後
、
篆
書
の
刻
ま
れ
た
石
を
見
つ
け
た
。
そ
の
夜
、
爛
木
か
ら
助
言
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
た
と
こ
ろ
、
紫
金
三
十
斤
を
得
て
、
最

後
は
冀
州
刺
史
ま
で
登
っ
た
。
そ
の
宅
に
は
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
六
朝
・
唐
代
の
凶
宅
譚
は
、「
あ
る
人
が
新
し
い
任
地
に
赴
任
す
る
と
、
官
舎
に
住
ん
だ
も
の
は
必
ず
異
常
な
こ
と
が
起
こ

る
た
め
、
放
置
さ
れ
荒
れ
放
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
人
が
恐
れ
ず
に
、
官
舎
に
住
む
と
鬼
神
や
妖
怪
、
狐
な
ど
の
動
物
が
正
体
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
、
問
題
を
解
決
し
、
官
舎
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
共
通
の
展
開
を
持
つ）
17
（

。
凶
宅
譚
と
い
う
話
型
か
ら
み
る
と
、『
今
昔
』

巻
二
十
七
第
三
十
一
話
「
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語
」
は
六
朝
志
怪
以
来
の
構
成
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
細
部
の
描
写
に
お
い
て
は
、

唐
代
の
志
怪
風
小
説
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
設
定
が
確
認
で
き
る
。
総
じ
て
い
え
ば
本
話
は
、
右
に
列
挙
し
た
よ
う
な
六
朝
・
唐
代
の
小
説
に

触
発
さ
れ
て
、
日
本
で
創
作
さ
れ
た
怪
異
説
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２

－

３　

吉
日
の
引
越
し

傍
線
部
ｂ
・
ｃ
に
あ
る
よ
う
に
、
平
安
貴
族
た
ち
は
、
引
越
し
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
日
に
ち
の
吉
凶
を
重
視
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
暦
に

記
さ
れ
た
禁
忌
を
重
要
視
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
本
話
は
百
鬼
夜
行
譚
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
百
鬼
夜
行
」
は
、
陰
陽
道
で
い

う
凶
日
の
一
種
と
さ
れ
、
そ
れ
に
当
た
る
月
々
の
日
取
り
は
暦
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
源
為
憲
（
？
〜
一
〇
一
一
）
が
著
し
た
幼
学

書
『
口
遊
』
陰
陽
門
十
七
に
は
、「
子
子
。
午
午
。
巳
〻
。
戌
〻
。
未
〻
。
辰
〻
。﹇
謂
二
之
百
鬼
夜
行
一
﹈」
と
、
百
鬼
夜
行
が
出
現
す
る
と
さ

れ
る
日
取
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
取
り
に
注
意
を
払
い
さ
え
す
れ
ば
、
百
鬼
夜
行
と
の
遭
遇
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る）
18
（

。

清
行
の
生
存
時
代
の
暦
に
、
百
鬼
夜
行
の
注
記
が
す
で
に
み
ら
れ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
暦
法
に
詳
し
く
吉
日
に
引
越
し
た
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清
行
は
、
不
吉
な
百
鬼
夜
行
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
と
な
る
と
、
説
話
の
中
で
清
行
が
引
越
し
先
で
目
撃
し
た
怪
異
は
百
鬼
夜
行
と

は
別
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
話
は
『
今
昔
』
に
収
録
さ
れ
た
時
点
で
は
、
百
鬼
夜
行
譚
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
今
日
の
研
究
者
は
そ
れ
を
百
鬼
夜
行
譚
と
し
て
扱
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
第
三
節
に
お
い
て
、『
今
昔
』
Ⅲ

と
『
化
物
草
紙
』
と
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

２

－

４　

怪
異
の
正
体
と
実
の
鬼
神

『
今
昔
』
Ⅳ
に
お
い
て
、
傍
線
部
ｆ
の
よ
う
に
、
清
行
が
怪
異
の
正
体
を
見
抜
い
た
の
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
直
前
の
傍
線
部
ｅ
で
は
、

人
が
受
け
伝
え
て
住
む
べ
き
と
こ
ろ
を
、
怪
異
た
ち
が
住
人
を
脅
か
し
て
住
ま
わ
せ
ず
、
強
引
に
居
す
わ
る
と
い
う
行
為
は
道
理
に
か
な
わ
な

い
と
し
、
さ
ら
に
ま
こ
と
の
鬼
神
が
す
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
必
ず
天
罰
を
受
け
る
に
違
い
な
い
と
す
る）
19
（

。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
い
う
ま
こ
と
の
鬼
神
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
邸
宅
の
所
有
権
争
い
に
お
い
て
、
先
住
者
に
対
し
て
道
理
を
も
っ
て
説
得

し
、
所
有
の
正
当
性
を
主
張
す
る
話
は
、『
今
昔
』
巻
二
十
七
第
二
話
「
川
原
院
融
左
大
臣
霊
、
宇
陀
院
見
給
語
」
に
み
ら
れ
る
。

　

今
昔
、
川
原
ノ
院
ハ
融
ノ
左
大
臣
ノ
造
テ
住
給
ケ
ル
家
ナ
リ
。
陸
奥
ノ
国
ノ
塩
竈
ノ
形
ヲ
造
テ
、
潮
ノ
水
ヲ
汲
入
テ
、
池
ニ
湛
ヘ
タ
リ

ケ
リ
。
様
〻
ニ
微
妙
ク
可
咲
キ
事
ノ
限
ヲ
造
テ
住
給
ケ
ル
ヲ
、
其
ノ
大
臣
失
テ
後
ハ
、
其
ノ
子
孫
ニ
テ
有
ケ
ル
人
ノ
、
宇
陀
ノ
院
ニ
奉
タ

リ
ケ
ル
也
。
然
レ
バ
、
宇
陀
ノ
院
、
其
ノ
川
原
ノ
院
ニ
住
セ
給
ケ
ル
時
ニ
、
醍
醐
ノ
天
皇
ハ
御
子
ニ
御
セ
バ
、
度
〻
行
幸
有
テ
微
妙
カ
リ

ケ
リ
。

　

然
テ
、
院
ノ
住
セ
給
ケ
ル
時
ニ
、
夜
半
許
ニ
、
西
ノ
台
ノ
塗
籠
ヲ
開
テ
、
人
ノ
ソ
ヨ
メ
キ
テ
参
ル
気
色
ノ
有
ケ
レ
バ
、
院
見
遣
セ
給
ケ

ル
ニ
、
日
ノ
装
束
直
シ
ク
シ
タ
ル
人
ノ
、
大
刀
帯
テ
笏
取
畏
リ
テ
、
二
間
許
去
キ
テ
居
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
院
、「
彼
ハ
何
ニ
人
ゾ
」
ト
問
セ

給
ケ
レ
バ
、「
此
ノ
家
ノ
主
ニ
候
フ
翁
也
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
院
、「
融
ノ
大
臣
カ
」
ト
問
セ
給
ケ
レ
バ
、「
然
ニ
候
フ
」
ト
申
ス
ニ
、
院
、

「
其
レ
ハ
何
ゾ
」
ト
問
ハ
セ
給
マ
ヘ
バ
、「
家
ニ
候
ヘ
バ
住
候
フ
ニ
、
此
ク
御
マ
セ
バ
忝
ク
所
セ
ク
思
給
フ
ル
也
。
何
ガ
可
仕
キ
」
ト
申
セ

バ
、
院
、「
其
レ
ハ
糸
異
様
ノ
事
也
。
我
レ
ハ
人
ノ
家
ヲ
ヤ
ハ
押
取
テ
居
タ
ル
。
大
臣
ノ
子
孫
ノ
得
セ
タ
レ
バ
コ
ソ
住
メ
、
者
ノ
霊

0

0

0

也
ト

云
ヘ
ド
モ
、
事
ノ
理

0

0

0

ヲ
モ
不
知
ズ
、
何
デ
此
ハ
云
ゾ
」
ト
高
ヤ
カ
ニ
仰
セ
給
ケ
レ
バ
、
霊
掻
消
ツ
様
ニ
失
ニ
ケ
リ
。
其
ノ
後
、
亦
現
ル
ヽ
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事
無
カ
リ
ケ
リ
。

　

其
ノ
時
ノ
人
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
、
院
ヲ
ゾ
忝
ク
申
ケ
ル
、「
猶
只
人
ニ
ハ
似
サ
セ
不
給
ザ
リ
ケ
リ
。
此
ノ
大
臣
ノ
霊
ニ
合
テ
、
此
様
ニ
痓す
く

ヤ
カ
ニ
異
人
ハ
否
不
答
ジ
カ
シ
」
ト
ゾ
云
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

河
原
院
は
源
融
（
八
二
二
〜
八
九
五
）
の
邸
宅
で
あ
っ
た
が
、
融
の
死
後
、
子
孫
に
よ
っ
て
宇
多
院
（
八
六
七
〜
九
三
一
）
に
献
上
さ
れ
た
。

と
あ
る
日
の
夜
中
、
融
の
霊
が
宇
多
院
の
御
前
に
現
れ
て
、
河
原
院
の
所
有
権
を
主
張
す
る
。
一
方
宇
多
院
は
、
融
の
子
孫
か
ら
献
上
さ
れ
た

か
ら
住
ん
で
い
る
の
で
、
た
と
え
、
も
の
の
霊
で
あ
っ
て
も
道
理
を
弁
え
る
べ
き
だ
と
反
論
し
た
。
す
る
と
霊
は
姿
を
消
し
、
以
降
現
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。
傍
線
部
の
「
者
ノ
霊
」
は
、『
今
昔
』
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
で
い
う
「
実
の
鬼
神
」
と
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
北
野
天
神
縁
起
』
に
は
、
清
行
の
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
日
の
午
時
ば
か
り
に
、
善
相
公
の
と
ぶ
ら
ひ
に
参
給
侍
け
れ
ば
、
お
と
ゞ
の
左
右
の
耳
よ
り
青0

龍0

の
頭
を
さ
し
い
で
ゝ
、
善
宰
相
に

つ
げ
示
し
け
る
様
、「
わ
れ
申
文
を
作
り
て
、
梵
天
・
帝
釈
に
訴
申
に
よ
り
、
は
や
く
こ
と
は
り
を
蒙
り
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
怨
敵
を
報
ぜ
ん
と
す
る
ほ

ど
に
、
尊
閣
の
男
浄
蔵
た
ち
ま
ち
に
降
伏
せ
ん
と
す
。
制
せ
ら
れ
よ
」
と
、
し
め
し
給
け
れ
ば
、
相
公
、
摂
公
が
真
竜
に
あ
ヘ
リ
け
ん
た

ま
し
い
か
く
や
と
覚
て
、
こ
の
由
を
し
る
し
て
つ
か
は
し
き
。
浄
蔵
こ
れ
を
み
て
、
ゆ
ふ
か
げ
に
な
り
け
れ
ば
、
漸
し
り
ぞ
き
出
に
け

り
。
そ
の
と
き
本
院
大
臣
は
や
が
て
薨
じ
給
ぬ
。
御
年
卅
九
と
ぞ
う
け
給
侍
。

延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
三
月
以
来
、
藤
原
時
平
が
菅
原
道
真
の
た
た
り
で
病
に
伏
し
て
い
た
。
そ
の
病
気
平
癒
祈
禱
に
、
清
行
の
息
子
の
浄
蔵

（
八
九
一
〜
九
一
四
）
を
屈
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
同
じ
日
の
午
の
時
、
清
行
と
と
も
に
見
舞
い
に
参
っ
た
と
こ
ろ
、
道
真
の
霊

が
青
龍
の
姿
で
時
平
の
耳
か
ら
現
れ
、
自
ら
の
復
讐
の
正
当
性
を
主
張
し
、
浄
蔵
の
祈
禱
を
止
め
る
よ
う
に
と
要
請
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、

清
行
は
浄
蔵
に
祈
禱
を
止
め
さ
せ
た
。
結
果
、
時
平
が
薨
じ
た
と
い
う
。
梵
天
・
帝
釈
に
訴
状
を
奉
っ
て
復
讐
す
る
道
真
の
霊
の
要
請
を
聞
き

入
れ
た
清
行
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
本
話
で
合
理
性
を
重
視
す
る
清
行
像
と
通
ず
る
。

右
に
挙
げ
た
、
源
融
や
菅
原
道
真
の
霊
の
よ
う
に
、
道
理
を
弁
え
る
鬼
神
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
、『
今
昔
』
に
お
い
て
清
行
は
、
屋
敷
に
居

座
ろ
う
と
す
る
怪
異
た
ち
が
鬼
神
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
正
体
を
狐
だ
と
推
測
し
え
た
の
は
、
や
は
り
２

－

１
で
述
べ
た
よ

う
に
清
行
が
怪
異
説
に
詳
し
い
と
い
う
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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以
上
、
本
話
で
み
ら
れ
る
清
行
の
人
物
像
は
、
前
掲
し
た
い
く
つ
か
の
伝
承
記
録
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き

は
、
本
話
を
根
拠
に
、
清
行
が
怪
異
を
退
治
で
き
る
不
思
議
な
陰
陽
術
を
習
得
し
て
い
る
人
物
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
話
は
、
話
型
や
細
部
の
描
写
に
お
い
て
、
六
朝
・
唐
代
の
小
説
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
小
説
に
触
発
さ
れ
て
創
作
さ
れ
た
怪

異
説
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
２

－

３
で
取
り
挙
げ
た
『
口
遊
』
が
示
す
よ
う
な
、
院
政
期
に
お
け
る
百
鬼
夜
行
に
対
す
る
認
識
か

ら
す
る
と
、
本
話
は
百
鬼
夜
行
譚
と
し
て
『
今
昔
』
に
採
録
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
話
一
類
の
様
式
を
踏
ま
え

て
み
る
と
、
本
話
は
、
前
話
と
怪
異
の
様
子
（
馬
に
乗
る
小
人
た
ち
）
が
類
似
し
て
お
り
、
狐
の
怪
異
を
語
る
点
に
お
い
て
後
話
と
通
ず
る）
20
（

。

要
す
る
に
、
撰
者
が
本
話
を
『
今
昔
』
に
編
入
し
た
際
に
は
、
単
な
る
狐
の
怪
異
説
話
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し

先
行
研
究
で
は
、
こ
の
怪
異
説
話
は
百
鬼
夜
行
の
話
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
の
話
が
絵

巻
に
描
か
れ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。

三　
『
化
物
草
紙
』
の
図
像
と
享
受

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
化
物
草
紙
』
第
二
話
の
詞
書
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

㋑ 　

む
か
し
、
た
ひ
ら
の
京
、
五
条
ほ
り
か
は
の
わ
た
り
に
、
よ
き
い
ゑ
の
、
あ
れ
た
る
あ
り
。
お
に

0

0

す
む
よ
し
を
、
い
ひ
つ
た
へ
て
、
ひ

と
も
ゐ
す
し
て
、
ひ
さ
し
く
な
り
た
り
。
善
宰
相
と
い
ふ
ひ
と
、
い
ゑ
な
き
に
よ
り
て
、
こ
の
い
ゑ
を
つ
た
へ
と
り
て
、
わ
た
り
ゐ
ん
と

す
。
い
み
し
く
、
ひ
と
せ
い
し
、
お
そ
れ
け
れ
と
も
、
あ
は
て
か
か
は
ら
す
、
わ
た
り
て
み
る
に
、
庭
の
き
・
え
た
、
し
け
く
し
て
、
ひ

の
か
け
も
み
え
す
。
み
き
り
の
く
さ
ふ
か
く
お
ひ
て
、
人
の
あ
と
な
し
。
寝
殿
の
か
う
し
を
あ
け
て
、
の
ほ
り
ぬ
。
よ
に
い
り
ぬ
れ
は
、

う
し
・
く
る
ま
・
と
も
の
人
、
か
へ
し
や
り
て
、
ひ
と
り
ゐ
た
り
。

㋺ 　

か
く
て
、
よ
な
か
に
な
る
ほ
と
に
、
さ
ま
〳
〵
、
ひ
と
に
に
ぬ
、
す
か
た
あ
る
も
の
と
も
、
ま
へ
に
現
す
れ
と
も
、
宰
相
、
め
も
み
か

け
す
、
も
の
も
い
は
ね
は
、
あ
さ
き
か
み
し
も
き
た
る
お
き
な
、
申
ふ
み
も
ち
て
、
み
き
り
に
の
そ
み
て
、
と
し
こ
ろ
、
お
き
な
か
す
み

わ
た
り
さ
ふ
ら
ふ
、
い
ゑ
を
こ
し
め
さ
る
ゝ
こ
と
を
、
う
れ
へ
ま
う
す
よ
し
を
い
ふ
。
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六

㋩ 　

宰
相
、
こ
た
へ
て
、
わ
れ
は
相
伝
あ
り
て
、
わ
た
り
ゐ
る
。
な
ん
ち
は
な
に
の
ゆ
へ
に
、

す
み
わ
た
り
し
そ
。
す
み
や
か
に
さ
り
て
、
の
き
ね
と
い
は
れ
て
、
お
き
な
も
ろ
と
も
に
、

百
人
は
か
り
、
こ
ゑ
あ
り
て
、
な
き
な
け
き
て
、
さ
る
へ
き
よ
し
、
い
ら
へ
け
り
。

総
じ
て
言
え
ば
、
㋑
は
『
今
昔
』
の
Ⅱ
、
㋺
は
Ⅲ
、
㋩
は
Ⅳ
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
Ⅰ
・

Ⅴ
・
Ⅵ
に
あ
た
る
記
述
が
な
い
の
は
、
人
物
紹
介
や
後
日
譚
お
よ
び
話
末
評
を
絵
で
表
現
す
る
の

は
難
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

清
行
の
前
に
現
れ
た
怪
異
の
様
子
に
つ
い
て
、『
今
昔
』
Ⅲ
で
は
詳
細
に
述
べ
て
い
る
の
に
対

し
て
、『
化
物
草
紙
』
㋺
に
は
、「
さ
ま
〳
〵
、
ひ
と
に
に
ぬ
、
す
か
た
あ
る
も
の
と
も
」
と
し
か

な
い
。
そ
の
上
、
㋩
に
は
怪
異
の
正
体
が
狐
だ
と
す
る
記
述
や
、
怪
異
た
ち
の
移
住
先
（
傍
線
部

ｇ
）
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。

一
方
、
図
１
に
示
し
た
場
面
と
対
照
す
る
と
、『
今
昔
』
Ⅲ
に
述
べ
ら
れ
る
怪
異
❶
〜
❹
は
、

す
べ
て
巧
み
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
そ
の
対
応
関
係
を
改
め
て
図
３
に
示
す
）。

も
し
『
化
物
草
紙
』
が
『
今
昔
』
に
倣
っ
て
狐
の
怪
異
の
図
を
画
こ
う
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、『
化

物
草
紙
』
に
あ
っ
て
『
今
昔
』
に
は
登
場
し
な
い
図
柄
、
と
り
わ
け
図
４
・
５
・

８
・
９
が
、
狐
の
怪
異
と
し
て
解
釈
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら

か
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

３

－

１　

髑
髏
を
戴
く
狐

ま
ず
、
狐
と
髑
髏
と
の
関
連
に
つ
い
て
、『
酉
陽
雑
俎
』
前
編
・
巻
十
五
に
は
、

旧
説
、
野
狐
名
二
紫
狐
一
。
夜
撃
レ
尾
火
出
。
将
レ
為
レ
怪
、
必
戴
二
髑
髏
一
拝
二
北

斗
一
、
髑
髏
不
レ
墜
、
則
化
為
レ
人
矣
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図３　『今昔』と『化物草紙』（早稲田大学図書館蔵）
との対比図　　　　　　　　　　　　　

図４　髑髏を戴く化物
　　（『化物草紙』）

図５　髑髏を戴く化物
　　（『画巧潜覧』）



荒
廃
し
た
館
に
現
れ
る
化
物
と
百
鬼
夜
行

八
七

と
あ
る）
21
（

。
野
狐
が
夜
に
尻
尾
を
撃
つ
こ
と
に
よ
っ
て
火

を
出
す
。
ま
た
人
間
に
化
け
る
際
は
、
必
ず
髑
髏
を
戴

い
て
北
斗
星
を
拝
む
と
い
う
。

ま
た
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
十
四
「
唐
沙
門
志
玄
伝
」

（
大
正
五
〇

－

八
六
四
上
）
に
は
、

其
夜
月
色
如
レ
昼
。
見
一
狐
従
二
林
下
一
将
二
髑
髏
一

置
二
之
於
首
一
、
揺
レ
之
落
者
不
レ
顧
、
不
レ
落
者
戴
レ

之
。
更
取
二
艿
草
・
墜
葉
一
遮
二
蔽
其
身
一
、
逡
巡
成
二 

一
嬌
嬈
女
子
一
。

と
あ
り
、
狐
が
女
子
に
化
け
る
前
の
準
備
段
階
で
は
、

髑
髏
を
戴
く
描
写
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
狐
が
人
間
に
化
け
る
際
に
髑
髏
を
戴
く
記
録
は
、
唐
代
以
降
の
書
物
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と

は
、
日
本
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
て
い
た
。
図
６
・
７
は
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
好
例
で
あ
る）
22
（

。
よ
っ
て
、
図
４
・
５
を
狐
が
変
化
し
た
姿
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

－

２　

吐
く
息
が
火
と
な
る
狐

つ
ぎ
に
、
火
を
吹
き
出
す
化
物
（
図
８
・
９
）
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

前
掲
『
酉
陽
雑
俎
』
に
あ
る
よ
う
に
、
狐
は
尻
尾
を
ふ

る
っ
て
火
を
出
す
と
さ
れ
る
。
図
10
・
11
は
そ
れ
を
反
映

す
る
日
本
中
世
以
降
の
絵
画
資
料
で
あ
る）

23
（

。
一
方
、
狐
が
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図６　 髑髏を戴く狐（早稲田大学
図書館蔵『狐草紙』）

図７　 髑髏を戴く狐（早稲田大学図書
館蔵『文観阿舎利絵巻』）

図８　 口から火を吐く化
物（『化物草紙』）

図９　 口から火を吐く化
物（『画巧潜覧』）



八
八

口
か
ら
火
を
吹
き
出
す
作
例
は

江
戸
後
期
に
し
か
確
認
で
き
な

い
（
図
12
・
13
））
24
（

。
そ
れ
ら
の

作
例
は
、
時
代
的
に
『
化
物
草

紙
』『
画
巧
潜
覧
』
よ
り
や
や

遅
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
時
間

的
に
は
前
後
す
る
が
、
口
か
ら

火
を
吐
く
『
化
物
草
紙
』『
画
巧
潜
覧
』
の
図
８
・
９
の

化
物
が
狐
か
ら
変
化
し
た
姿
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
な
い

こ
と
は
な
い
。

図
４
・
５
・
８
・
９
以
外
の
図
柄
に
つ
い
て
は
、
そ

の
正
体
を
突
き
止
め
る
手
が
か
り
が
欠
け
て
い
る
た
め
、

そ
れ
を
狐
の
怪
異
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
慎
重
に
行
う

必
要
が
あ
る
。

無
論
、
以
上
の
考
察
は
『
化
物
草
紙
』
が
、『
今
昔
』

に
忠
実
に
依
拠
し
、
狐
の
怪
異
の
図
を
画
い
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
前
提
条
件
を
一

旦
外
し
て
、『
化
物
草
紙
』
を
み
る
と
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

３
－

３　

化
物
絵
の
絵
手
本

『
化
物
草
紙
』
の
模
写
本
は
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
本
と
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
の
二
本
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
図
１
の
場
面

135

図10　 尻尾から火を出す狐
（国際日本文化研究セ
ンター蔵『付喪神絵
詞』）

図11　 尻尾から火を出す狐
（国際日本文化研究セ
ンター蔵『怪物画本』）

図12　 口から火を吹き出す狐（早稲
田大学図書館蔵『江戸名所
図会』「王子稲荷」）

図13　 口から火を吹き出す狐（国文
学研究資料館 三井文庫旧蔵
資料『一宵話』巻之二「稲
荷の狐」）



荒
廃
し
た
館
に
現
れ
る
化
物
と
百
鬼
夜
行

八
九

は
、
こ
れ
以
降
の
絵
巻
に
同
様
な
図
が
み
ら
れ
ず
、
殆
ど
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
一
方
、『
画
巧
潜
覧
』
に
収
め
ら
れ
た
図
２
は
、
絵
師
の
間
で
あ
る
程
度
享
受

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

図
14
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
出
版
さ
れ
た
、
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
作
品

『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
前
篇
巻
五
「
霞
の
谷
」
に
付
さ
れ
た
、
歌
川
豊
国
（
一
七
六
九
〜

一
八
二
五
）
の
挿
絵
で
あ
る
。
そ
の
出
処
が
『
画
巧
潜
覧
』
図
２
と
な
る
こ
と
は
、
京

伝
の
自
注
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
図
柄
の
配
置
は
異
な
る
が
、
図
２
に
由
来
す
る
こ
と

は
大
方
見
て
わ
か
る
。

か
く
て
光
国
又
書
院
と
お
ぼ
し
ぎ
所
に
ゆ
き
て
見
れ
ば
、
金
地
の
絵ゑ
し
や
う
じ

障
子
朱し
ゆ

欄ら
ん

干か
ん

、
結け
つ
か
う
び
れ
い

構
美
麗
を
尽
す
と
い
へ
ど
も
、
い
づ
れ
も
破
や
ぶ
れ
そ
こ
ね
損
、
草く
さ
お
ひ
こ
け
む
し

生
苔
蒸
て
、
雨う

ろ露
に

し
め
り
が
ち
な
る
体
な
り
し
が
、
忽
一
陣
の
冷れ
い
ふ
う風
颯さ
つ

と
吹ふ
き
ゝ
た来
り
、
や
ぶ
れ
た
る

翠み

す簾
を
吹
あ
ぐ
る
。
そ
の
う
ち
を
見
る
に
、
こ
ゝ
に
も
異
類
異
形
の
変
化
集つ
ど
ひ
ゐ居
た

り
。
或
は
櫛く

し

形が
た

の
穴
よ
り
、
大
な
る
斬き

り
か
ぶ
ろ禿の

顔
さ
し
出
し
て
打う

ち
わ
ら
ひ笑、

妻つ
ま
ど戸

の
か
げ

よ
り
、
一
寸
ば
か
り
の
人
、
馬
に
乗の

り
ぎ
や
う
れ
つ

行
列
を
正
し
て
出い

で
き来

ぬ
。
或
は
隻せ

き
が
ん眼

一い
つ
そ
く足

三さ
ん
め
ん
ろ
く
ひ

面
六
臂
、
手て

長な
が

足あ
し
な
が長

の
ご
と
ぎ
も
交ま

じ
り
ゐ居

て
、
荒あ

ら
う
み海

の
障し

や
う
じ子

の
絵
の
、
抜ぬ

け
い
で出

た
る
か
と
う
た
が
ふ
ば
か
り
な
り
。

大
宅
太
郎
光
国
が
、
下
総
国
に
あ
る
相
馬
内
裏
に
妖
怪
が
出
没
す
る
と
聞
き
、
そ
の
実
否
を
確
か
め
よ
う
と
、
荒
廃
し
た
内
裏
の
跡
地
に
出

向
い
た
。
日
が
沈
ん
だ
後
に
到
着
し
た
光
国
は
、
古
畳
を
宮
殿
の
中
央
に
敷
き
、
そ
の
上
に
座
り
な
が
ら
妖
怪
が
現
れ
る
の
を
待
っ
た
。
す
る

と
、
数
百
の
骸
骨
が
飛
び
出
し
て
戦
っ
た
り
、
老
若
男
女
の
幽
霊
が
念
仏
を
唱
え
た
り
、
手
足
を
生
や
し
た
角
盥
（
図
15
）
や
お
は
ぐ
ろ
の
女

房
（
図
16
）
な
ど
の
化
物
が
続
々
と
出
現
し
た
。
つ
い
に
、
桝
ご
と
に
目
・
口
が
笑
う
格
子
や
一
寸
ば
か
り
の
馬
に
乗
る
小
人
な
ど
図
１
・
２

に
み
ら
れ
る
化
物
が
登
場
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
同
じ
く
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
の
絵
手
本
と
な
っ
た
も
の
に
、
鈴
木
隣
松
筆
絵
本
『
狂
画
苑
』
所
収
の
「
百
鬼
夜
行
図
」
が
あ
る）

25
（

。
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図14　『善知安方忠義伝』挿絵その六
（早稲田大学図書館蔵）



九
〇

こ
の
「
百
鬼
夜
行
図
」
に
依
拠
し
た
図
16
の
続

き
に
、
図
14
が
配
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
図
柄
と
『
化

物
草
紙
』
の
そ
れ
は
、
荒
廃
し
た
屋
敷
に
出
現

す
る
化
物
と
い
う
一
つ
の
文
脈
に
お
い
て
、
受

容
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、『
化
物
草
紙
』
図
１

の
場
面
が
、『
画
巧
潜
覧
』
に
収
録
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
の
ち
に
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
同
様
に
、

化
物
絵
の
絵
手
本
と
し
て
流
布
享
受
さ
れ
て
い

た
証
拠
で
あ
ろ
う
。

『
化
物
草
紙
』
の
絵
師
は
、『
今
昔
』
に
よ
り

つ
つ
、
新
し
い
図
柄
を
付
け
加
え
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
狐
の
怪
異
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、『
今
昔
』
の
こ
の

話
は
、
絵
画
化
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
単
純
な
狐
の
怪
異
説
話
で
は
な
く
、
様
々
な
化
物
の
話

と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
絵
は
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
同
時
に
絵
手
本
と
し

て
、
江
戸
時
代
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
た
。
時
に
は
、
そ
の
図
柄
は
百
鬼
夜
行
絵
巻
に

混
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
図
17
に
み
ら
れ
る
小
人
の
図
柄
は
、
他
の
百
鬼
夜
行
絵

巻
に
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
化
物
が
百
鬼
夜
行
絵
巻
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

前
述
の
事
情
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
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図15　『善知安方忠義伝』挿絵その四
（早稲田大学図書館蔵）

図17　 一寸ばかりの小人（京都市立
芸術大学芸術資料館蔵『百鬼
夜行絵巻』）

図16　『善知安方忠義伝』挿絵その五
（早稲田大学図書館蔵）
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四　

お
わ
り
に

小
稿
で
は
、
三
善
清
行
に
ま
つ
わ
る
諸
伝
承
と
『
今
昔
』
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
を
比
較
し
、
ま
た
『
風
俗
通
義
』『
列
異
伝
』
等
の
中
国

の
諸
書
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
説
話
の
成
立
背
景
を
検
討
し
た
。

荒
廃
し
た
屋
敷
に
化
け
物
が
夜
中
に
続
々
と
現
れ
る
と
い
う
話
型
は
、
後
漢
末
の
記
録
や
六
朝
志
怪
に
は
既
に
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
細

部
の
描
写
に
お
い
て
は
、
唐
代
の
小
説
に
し
か
見
え
な
い
部
分
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に
触
発
さ
れ
て
日
本
で
創
作
さ
れ
た
怪
異
説
話
の
一
つ

と
し
て
、『
今
昔
』
に
採
録
さ
れ
た
本
話
は
、
は
じ
め
は
百
鬼
夜
行
譚
で
は
な
く
、
単
な
る
狐
の
怪
異
説
話
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
話
の
享
受
史
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
が
『
化
物
草
紙
』
に
お
い
て
絵
画
化
さ
れ
る
際
に
は
、
新
し
い
図
柄
が
付
加
さ
れ
、

様
々
な
化
物
の
話
と
し
て
捉
え
な
お
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
絵
は
、『
画
巧
潜
覧
』
と
い
う
画
論
書
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代

の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
同
様
に
化
物
絵
の
絵
手
本
と
さ
れ
て
い
た
。
結
果
、
そ
の
図
柄
が
百
鬼
夜
行
絵
巻
に
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
享
受
過
程
を
経
て
、
本
話
が
百
鬼
夜
行
譚
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、『
今
昔
』
が
近
世
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
、
再
解
釈
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
流
布
の
一
端

を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

従
来
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
は
百
鬼
夜
行
譚
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
小
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
元
々
百
鬼
夜
行

譚
で
は
な
い
説
話
が
、
絵
画
化
さ
れ
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
と
同
様
に
絵
手
本
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
通
じ
て
、
百
鬼
夜
行
譚
と
し
て
捉
え
な

お
さ
れ
た
現
象
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
人
々
の
百
鬼
夜
行
に
対
す
る
認
識
が
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
介
在
に
よ
り
、
変
容
が
生
じ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
よ
う
。

［
使
用
テ
ク
ス
ト
］ 

主
に
以
下
に
依
拠
し
つ
つ
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
私
に
改
め
た
。

『
風
俗
通
義
』『
酉
陽
雑
俎
』＝
四
部
叢
刊
。『
捜
神
記
』『
捜
神
後
記
』『
抱
朴
子
』『
宋
書
』『
南
史
』『
太
平
広
記
』＝
中
華
書
局
。『
世
説
新

語
』『
白
氏
文
集
』＝
新
釈
漢
文
大
系
。『
宋
高
僧
伝
』＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
。『
本
朝
文
粋
』『
今
昔
物
語
集
』＝
新
日
本
古
典
文
学
大
系
。『
口
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九
二

遊
』＝
幼
学
の
会
編
『
口
遊
注
解
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
・
二
）。『
政
事
要
略
』＝
新
訂
増
補
国
史
大
系
。『
北
野
天
神
縁
起
』＝
日
本
思
想
大

系
。『
塵
袋
』＝
東
洋
文
庫
。『
化
物
草
紙
』＝
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
。『
塵
添
壒
嚢
鈔
』＝
大
日
本
仏
教
全
書
。『
善
知
安
方
忠
義
伝
』＝

山
東
京
伝
全
集
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
・
四
）。

〔
付
記
〕�

本
稿
は
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
四
日
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
二
〇
二
〇
年
度
秋
期
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
成
稿
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
二
〇
二
〇
年
度
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
（
研
究
基
盤
形
成
）2020C

-753

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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［
注
］

（
１
） 

伊
藤
昌
広
「
百
鬼
夜
行
譚
」（『
中
世
近
世
文
学
研
究
』
第
一
二
号
、

一
九
七
九
・
一
↓『
伝
承
文
学
研
究
』
第
三
〇
／
三
一
号
、
一
九
八
四
・

八
／
八
五
・
五
↓
小
松
和
彦
編
『
怪
異
の
民
俗
学
４
鬼
』、
河
出
書
房
、

二
〇
〇
〇
・
一
〇
）。

（
２
） 

田
中
貴
子
『
百
鬼
夜
行
の
見
え
る
都
市
』（
新
曜
社
、
一
九
九
四
・
三

↓
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
二
・
一
二
）、
六
八
〜
六
九
頁
。

（
３
） 

詞
書
付
き
の
短
い
絵
巻
で
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
本
と
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
本
の
二
本
が
確
認
で
き
る
。
両
方
と
も
模
写
本
で
あ
る
。

模
写
時
期
に
つ
い
て
、
前
者
は
貞
享
・
元
禄
（
一
六
八
四
〜
一
七
〇
三
）

頃
、
後
者
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
と
さ
れ
る
。
田
中
貴
子
注
（
２
）

著
書
、
小
松
和
彦
監
修
『
別
冊
太
陽　

妖
怪
絵
巻
：
日
本
の
異
界
を
の

ぞ
く
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
・
七
）、
木
場
貴
俊
「
開
放
さ
れ
る
「
化

物
絵
」」（
橘
弘
文
・
手
塚
恵
子
編
『
文
化
を
映
す
鏡
を
磨
く
：
異
人
・

妖
怪
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』、
せ
り
か
書
房
、
二
〇
一
八
・
七
↓『
怪

異
を
つ
く
る
：
日
本
近
世
怪
異
文
化
史
』
第
七
章
「
化
物
絵
：
描
か
れ

る
怪
異
」、
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
・
三
）、
沢
井
耐
三
「
大
阪
市
立
美

術
館
蔵
『
化
物
草
紙
』│
絵
画
化
さ
れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
怪
奇
説

話
│
」（『
室
町
物
語
の
形
象
：
怪
奇
ロ
マ
ン
と
ユ
ー
モ
ア
』、
三
弥
井
書

店
、
二
〇
二
〇
・
一
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
同
じ
画
題
を
持
つ
異
な
る

内
容
の
絵
巻
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿

で
い
う
『
化
物
草
紙
』
は
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
本
と
早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
本
を
指
す
。

（
４
） 

大
阪
で
活
躍
し
た
狩
野
派
絵
師
の
大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
〜
一
七
六

三
）
編
。
巻
一
「
名
物
（
洛
中
洛
外
名
画
）」
の
項
に
、
該
当
絵
図
と
詞

書
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
出
典
は
『
化
物
草
紙
』
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
土

佐
光
信
筆
」
と
の
注
記
が
み
ら
れ
る
が
、
沢
井
耐
三
氏
は
光
信
（
〜
一
五

二
二
？
）
の
作
品
で
は
な
い
と
す
る
。
沢
井
耐
三
注
（
３
）
著
書
参
照
。

（
５
） 

室
町
時
代
・
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
今
昔
』
の
流
布
状
況
に
つ
い
て

は
、
稲
垣
泰
一
「『
今
昔
物
語
集
』
の
流
布
と
享
受
│
室
町
時
代
か
ら
江

戸
時
代
中
期
ま
で
│
」（『
文
芸
言
語
研
究　

文
芸
篇
』
第
二
二
号
、
一

九
九
二
・
九
）、
渡
辺
麻
里
子
「
近
世
」（
小
峯
和
明
編
『
今
昔
物
語
集

を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
Ⅴ
「
享
受
・
研
究
・
創
作
」、
世
界
思
想
社
、
二

〇
〇
三
・
一
）
な
ど
参
照
。
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［
注
］

（
１
） 

伊
藤
昌
広
「
百
鬼
夜
行
譚
」（『
中
世
近
世
文
学
研
究
』
第
一
二
号
、

一
九
七
九
・
一
↓『
伝
承
文
学
研
究
』
第
三
〇
／
三
一
号
、
一
九
八
四
・

八
／
八
五
・
五
↓
小
松
和
彦
編
『
怪
異
の
民
俗
学
４
鬼
』、
河
出
書
房
、

二
〇
〇
〇
・
一
〇
）。

（
２
） 

田
中
貴
子
『
百
鬼
夜
行
の
見
え
る
都
市
』（
新
曜
社
、
一
九
九
四
・
三

↓
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
二
・
一
二
）、
六
八
〜
六
九
頁
。

（
３
） 

詞
書
付
き
の
短
い
絵
巻
で
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
本
と
早
稲
田
大

学
図
書
館
所
蔵
本
の
二
本
が
確
認
で
き
る
。
両
方
と
も
模
写
本
で
あ
る
。

模
写
時
期
に
つ
い
て
、
前
者
は
貞
享
・
元
禄
（
一
六
八
四
〜
一
七
〇
三
）

頃
、
後
者
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
と
さ
れ
る
。
田
中
貴
子
注
（
２
）

著
書
、
小
松
和
彦
監
修
『
別
冊
太
陽　

妖
怪
絵
巻
：
日
本
の
異
界
を
の

ぞ
く
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
・
七
）、
木
場
貴
俊
「
開
放
さ
れ
る
「
化

物
絵
」」（
橘
弘
文
・
手
塚
恵
子
編
『
文
化
を
映
す
鏡
を
磨
く
：
異
人
・

妖
怪
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』、
せ
り
か
書
房
、
二
〇
一
八
・
七
↓『
怪

異
を
つ
く
る
：
日
本
近
世
怪
異
文
化
史
』
第
七
章
「
化
物
絵
：
描
か
れ

る
怪
異
」、
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
・
三
）、
沢
井
耐
三
「
大
阪
市
立
美

（
６
） 

田
中
貴
子
氏
は
、
怪
異
た
ち
の
移
住
先
（
傍
線
部
ｇ
）
が
、
御
霊
会

が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
神
泉
苑
の
ご
く
近
所
に
あ
た
る
こ
と
に
注

目
し
て
、「
化
物
屋
敷
の
住
人
た
ち
の
移
動
は
人
間
に
負
け
て
自
ら
を

は
ら
い
捨
て
た
行
為
」
だ
と
指
摘
し
た
。
田
中
貴
子
注
（
２
）
著
書
参

照
。
ま
た
、
大
勢
の
化
物
が
行
列
を
な
し
て
引
越
し
す
る
さ
ま
は
、
江

戸
後
期
の
『
稲
生
物
怪
録
絵
巻
』
に
み
ら
れ
る
。
な
お
、
菅
近
晋
平
氏

は
、「〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
生
成
│
原
典
・『
今
昔
物
語
集
』「
三
善
清
行

宰
相
、
家
渡
語
第
三
十
一
」│
」（『
論
叢
国
語
教
育
学
』
第
一
二
号
、
二

〇
一
六
・
七
）
に
お
い
て
、『
今
昔
』
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
を
〈
稲
生

物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
の
原
典
と
す
る
。

（
７
） 『
善
家
秘
記
』
は
散
逸
し
て
お
り
、
逸
文
と
し
て
七
条
が
知
ら
れ
る
。

う
ち
三
条
は
、『
今
昔
』
巻
十
六
第
十
七
話
「
備
中
国
賀
陽
良
藤
、
為
狐

夫
得
観
音
助
語
」、
巻
二
十
第
七
話
「
染
殿
后
、
為
天
宮
被
嬈
乱
語
」、

巻
二
十
四
第
十
四
話
「
天
文
博
士
弓
削
是
雄
、
占
夢
語
」
と
類
話
関
係

に
あ
る
。『
今
昔
』
と
『
善
家
秘
記
』
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
今

野
達
「
善
家
秘
記
と
真
言
伝
所
引
散
佚
物
語
│
今
昔
物
語
集
と
の
関
連

に
お
い
て
│
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
三
五
巻
一
一
号
、
一
九
五
八
・

一
一
↓『
今
野
達
説
話
文
学
論
集
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
・
四
）、
後

藤
昭
雄
「
三
善
清
行
『
善
家
秘
記
』
の
新
出
佚
文
」（『
日
本
古
代
の
祭

祀
と
仏
教
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
・
三
↓『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
・
一
一
）
な
ど
参
照
。

（
８
） 「
鬼
之
董
狐
」
と
は
、
干
宝
が
『
捜
神
記
』
を
劉
惔
（
生
没
年
不
詳
）

に
み
せ
た
と
こ
ろ
得
ら
れ
た
評
価
、
す
な
わ
ち
怪
異
を
記
す
優
れ
た
史

官
の
意
で
あ
る
。
河
野
貴
美
子
「
鬼
之
董
狐
│
干
宝
と
三
善
清
行
を
結

ぶ
も
の
│
」（『
比
較
文
学
年
誌
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
七
・
三
）
参
照
。

（
９
） 

三
善
清
行
が
讖
緯
説
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

に
は
、
彼
自
身
が
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
）
二
月
二
十
二
日
に
醍
醐
天
皇

に
奉
っ
た
「
請
改
元
応
天
道
之
状
」
が
あ
る
。
所
功
『
三
善
清
行
の
遺

文
集
成
』（
方
丈
堂
出
版
、
二
〇
一
八
・
一
〇
）、
孫
英
剛
著
・
田
中
良

明
訳
「
三
善
清
行
「
革
命
勘
文
」
に
見
ら
れ
る
緯
学
思
想
と
七
〜
九
世

紀
の
東
ア
ジ
ア
政
治
」（
水
口
幹
記
編
『
前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

〈
術
数
文
化
〉』、
ア
ジ
ア
遊
学
244
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
・
二
）
な
ど

参
照
。

（
10
） 

所
功
『
三
善
清
行
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
・
一
〇

第
一
版
↓
一
九
八
九
・
九
新
装
版
）、
同
注
（
９
）
著
書
参
照
。

（
11
） 

孔
子
や
董
仲
舒
の
よ
う
な
大
儒
者
が
そ
の
博
識
や
優
れ
た
洞
察
力
に

よ
り
人
間
に
変
化
し
た
動
物
の
正
体
を
見
抜
く
話
は
、『
捜
神
記
』『
幽

明
録
』
な
ど
に
数
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
琱
玉
集
』
巻
十
二
・
鑑

識
篇
第
三
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
十
二
・
獣
部
二
十
四
・
狸
、『
太
平

広
記
』
巻
四
百
十
二
・
畜
獣
九
・
狸
な
ど
に
は
、
董
仲
舒
が
老
狸
の
正

体
を
見
抜
い
た
逸
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
12
） 『
塵
添
壒
嚢
鈔
』
巻
十
ノ
十
九
で
は
、「
凶
宅
ノ
事
」
と
い
う
題
で
引

用
す
る
。

（
13
） 『
新
釈
漢
文
大
系
』
第
九
十
七
巻
、
一
三
七
〜
一
三
八
頁
。

（
14
） 『
南
史
』
巻
二
十
二
・
王
僧
綽
伝
に
も
み
ら
れ
る
。

（
15
） 『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
十
二
・
獣
部
二
十
四
・
狸
に
は
、『
風
俗
通
』

の
逸
文
と
し
て
引
用
。『
風
俗
通
義
』
怪
神
篇
に
お
け
る
怪
異
に
つ
い
て

は
、
佐
野
誠
子
「
志
怪
書
誕
生
の
素
地
と
し
て
の
『
風
俗
通
義
』│『
風

俗
通
義
』
に
お
け
る
災
異
と
怪
異
│
」（『
中
国
：
社
会
と
文
化
』
第
一

八
号
、
二
〇
〇
三
・
六
↓
『
怪
を
志
す
』
第
Ⅰ
部
第
二
章
第
一
節
「
応
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劭
『
風
俗
通
義
』
に
お
け
る
災
異
と
怪
異
│
│
志
怪
誕
生
の
素
地
」、
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
・
二
）
な
ど
参
照
。

（
16
） 『
太
平
広
記
』
巻
四
百
・
宝
一
・
金
上
・
蘇
遏
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
17
） 
竹
田
晃
・
黒
田
真
美
子
編
『
広
異
記
・
玄
怪
録
・
宣
室
志
他
〈
唐
代

Ⅲ
〉』（
中
国
古
典
小
説
選
６
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
・
一
二
四
七
頁
）

参
照
。

（
18
） 

百
鬼
夜
行
に
遭
遇
し
た
後
で
暦
を
確
認
す
る
と
「
忌
夜
行
日
」
で
あ
っ

た
、
と
い
う
藤
原
常
行
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、『
今
昔
』
巻
十
四
第
四
十

二
話
や
『
宝
物
集
』
巻
四
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

（
19
） 『
今
昔
』
巻
二
十
七
第
二
十
三
話
「
幡
磨
国
、
鬼
来
人
家
被
射
語
」
に

は
、「
然
様
ノ
鬼
神
ハ
、
横
様
ノ
非
道
ノ
道
ヲ
バ
不
行
ヌ
也
。
只
、
直
シ

キ
道
理
ノ
道
ヲ
行
ク
也
」
と
あ
る
。
鬼
が
人
の
邸
宅
に
侵
入
す
る
際
は
、

不
当
な
道
か
ら
で
は
な
く
堂
々
と
門
か
ら
入
る
の
だ
と
い
う
。

（
20
） 

前
話
「
幼
児
為
護
、
枕
上
蒔
米
付
血
語
第
三
十
」、
後
話
「
民
部
大
夫

頼
清
家
女
子
語
第
三
十
二
」。

（
21
） 『
太
平
広
記
』
巻
四
百
五
十
四
・
狐
八
・
劉
元
鼎
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
22
） 『
狐
草
紙
』
は
御
伽
草
子
の
一
つ
で
あ
り
、
原
本
は
室
町
中
期
の
成
立

と
さ
れ
る
。
あ
る
僧
都
が
美
女
に
誘
わ
れ
て
屋
敷
で
快
楽
に
ふ
け
る
生

活
を
過
ご
す
が
、
錫
杖
を
手
に
し
た
二
人
の
僧
侶
が
突
然
入
っ
て
く
る

と
、
美
人
や
周
囲
の
者
た
ち
が
一
斉
に
狐
の
姿
と
な
っ
て
逃
げ
だ
し
た
。

正
気
に
戻
っ
た
僧
都
は
寺
の
縁
の
下
に
い
る
の
に
気
が
付
き
、
笑
わ
れ

な
が
ら
故
郷
に
帰
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。『
文
観
阿
舎
利
絵
巻
』
は

『
狐
草
紙
』
と
同
じ
内
容
を
持
つ
、
画
題
の
異
る
絵
巻
で
あ
る
。
図
６
・

７
の
美
人
に
化
け
て
い
た
狐
が
元
の
姿
に
戻
っ
て
逃
げ
去
る
場
面
に
お

い
て
、
髑
髏
を
戴
く
様
子
が
確
認
で
き
る
。
内
田
啓
一
「
早
稲
田
大
学

図
書
館
所
蔵
『
狐
草
紙
』
と
『
文
観
阿
舎
利
絵
巻
』│
文
観
房
弘
真
の
後

世
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
化
│
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
二

号
、
二
〇
一
五
・
三
）、
沢
井
耐
三
「『
狐
の
草
子
』│
狐
媚
と
賀
陽
良
藤

説
話
│
」（
同
注
（
３
）
著
書
）
参
照
。

（
23
） 『
付
喪
神
絵
詞
』
は
室
町
時
代
の
御
伽
草
子
の
一
つ
で
あ
り
、
捨
て
ら

れ
た
古
い
道
具
が
無
念
を
晴
ら
す
た
め
に
、
妖
怪
と
化
け
て
人
間
に
悪

事
を
働
く
が
、
調
伏
さ
れ
て
成
仏
す
る
話
が
語
ら
れ
る
。『
怪
物
画
本
』

は
妖
怪
の
姿
を
画
き
、
名
前
を
添
え
て
紹
介
す
る
彩
色
の
画
集
で
あ
る
。

出
版
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
11
と
同
様
の
図
像
は
、
安
永
五
年
（
一

七
七
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
鳥
山
石
燕
の
妖
怪
画
集
『
画
図
百
鬼
夜
行
』

に
確
認
で
き
る
。

（
24
） 『
江
戸
名
所
図
会
』
は
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
に
出
版

さ
れ
た
七
巻
二
十
冊
も
あ
る
江
戸
の
地
誌
で
あ
る
。『
一い
っ
し
ょ
う
わ

宵
話
』
は
文
化

七
年
（
一
八
一
〇
）
に
出
版
さ
れ
た
三
冊
の
随
筆
集
で
あ
り
、『
一
夜
話
』

と
も
い
う
。
小
松
和
彦
監
修
『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』「
狐
火
」（
東

京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
・
七
）
参
照
。

（
25
） 

鈴
木
重
三
「
京
伝
と
絵
画
」（『
近
世
文
芸
』
第
一
三
号
、
一
九
六
七
・

四
↓『
改
訂
増
補　

絵
本
と
浮
世
絵
：
江
戸
出
版
文
化
の
考
察
』、
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
一
七
・
一
〇
）、『
山
東
京
伝
全
集
』
第
十
六
巻
「
解
題
」

（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
・
四
、
六
九
一
頁
）
等
参
照
。

【
図
版
出
典
】

図
１
・
３
・
４
・
８　

藤
原
守
純
写
『
化
物
草
紙
』、
嘉
永
元
年
、
早
稲
田

大
学
図
書
館
所
蔵
。

図
２
・
５
・
９　

大
岡
春
卜
編
『
画
巧
潜
覧
』、
元
文
五
年
版
本
、
大
英
博
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物
館
蔵
。

図
６　

土
佐
光
信
画
・
藤
原
守
純
写
『
狐
草
紙
』、
嘉
永
二
年
、
早
稲
田
大

学
図
書
館
蔵
。

図
７　
『
文
観
阿
舎
利
絵
巻
』、
江
戸
中
期
写
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

図
10　
『
付
喪
神
絵
詞
』、
寛
文
六
年
写
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。

図
11　
『
怪
物
画
本
』、
出
版
事
情
不
明
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。

図
12　

斎
藤
長
秋
編
輯
・
長
谷
川
雪
旦
画
図
『
江
戸
名
所
図
会
』
第
十
五
冊
、

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
版
本
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

図
13　

秦
滄
浪
著
・
牧
墨
僊
編
『
一
宵
話
』
第
二
編
、
文
化
七
年
版
本
、
国

文
学
研
究
資
料
館　

三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
。

図
14
〜
16　

山
東
京
伝
著
・
歌
川
豊
国
画
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』、
文
化
三

年
版
本
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
。

図
17　

人
間
文
化
研
究
機
構
監
修
『
百
鬼
夜
行
の
世
界
』、
角
川
学
芸
出
版
、

二
〇
〇
九
・
九
、
三
二
頁
。
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On Sprites in a Deserted House and hyakkiyagyō 百鬼夜行: 
Starting with Konjaku Monogatarishu 今昔物語集 Vol. 27, Tale 31

CUI Pengwei

Konjaku Monogatarishu vol. 27, tale 31, which tells the story of MIYOSHI 
Kiyoyuki’s 三善清行 encounter with many monsters in his new home, is 
considered to be one type of hyakkiyagyō （a procession of one hundred dangerous 
beings passing through the Heian capital on a given evening） in previous studies.

The purpose of this paper is to investigate the background and reception 
of Konjaku Monogatarishu vol. 27, tale 31. First, I examined the background 
of tale 31, by comparing the relevant records of MIYOSHI Kiyoyuki with the 
tale, as well as stories from Fengsu Tongyi 風俗通義 and so forth. As a result, 
it came to be that the type of tale 31 can be traced back to the literature of the 
Later Han Dynasty. However, some of the details were not confirmed until the 
Tang Dynasty. It can be argued that the tale was established in Japan under the 
influence of Chinese Zhiguai tales 志怪小説. It was originally included in the 
Konjaku Monogatarishu as a tale of fox spirits, not as hyakkiyagyō.

Second, I studied its reception by later generations. Tale 31 was depicted 
differently in Bakemono sōshi 化物草紙. In addition to fox spirits, there are many 
new monsters in the painting. And the painting became known to painters of the 
Edo period through its entry into the book of Gakō senran 画巧潜覧, becoming 
the edehon 絵手本 （painting examples） of the monster paintings. One of these 
monsters also appears in the Hyakkiyagyō emaki 百鬼夜行絵巻. At this point, 
tale 31, which was not originally a tale of hyakkiyagyō, was painted and passed 
down together with Hyakkiyagyō emaki, and was finally re-recognized as a tale of 
hyakkiyagyō.


